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まめなproject

基本施設の改修開設第１期
１）旧梶原医院

②母屋部分
→ コワーキング、宿泊

③病棟
→ コワーキングスペース

①旧病院部分
→ メインコミュニティスペース

④別棟
→ ナースステーション
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まめなproject

基本施設の改修開設第１期

２）寺尾邸 久比ベース

事務局、宿泊施設
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応募主旨



久比地区の水利用に関するサステイナビリティの確立

産学連携で久⽐に点在している、
現在は使われていない井⼾の⽔質
分析・⽔脈を調査

step1

久⽐に広島⼤学⽣と地域がつな
がる持続可能な社会の在り⽅に
ついて研究する拠点をつくる

step6

世界中の環境意識の⾼い⼈が
久⽐を訪れ滞在し久⽐に関わる

step5

豪⾬・地震など緊急災害時の
代替⽔資源として井⼾を活⽤

step4

集落の井⼾・湧き⽔を改善、
⽣物多様性豊かな久⽐の実現

step2

⼦供が安⼼して遊べ、
蛍が育つ川の整備

step3

SDGsのNO.1.6.15に適合

地域の元気応援
プロジェクト
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実施報告



15km

広島⼤学

呉

2019年10月に49個の水サンプルを
採水、地下水面標高を測定

⼤崎下島
久⽐地区

久比地区における利用可能な水量は？
その水は安全（飲料できる）なのか？

調査目的



フィールドワーク 学生によるサンプル収集

オレンジ農場

中岡さん-井戸

北村さん-井戸 まめな-井戸

調査の様子



10/26-27
広大調査（広大参加者14人）

11/16
広大・岡大・サンパウロ大研究者による
視察（8人）

3/9
久比における調査報告会（6人）

調査参加者調査の様子



地下水面図

• 地下水勾配

• 西谷0.0128＜東谷0.056

• 年間流域水収支

• 地下水涵養量＝降水流入量－蒸

発散量＊―河川流出量＊

• ＊生口島での研究成果を使用

• 年間；163万t

• 1人1日使用可能量；9t

• 日本人平均 300Lの30倍

流域の地下水水量は膨大である調査結果
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低地の井戸では安全な水はなかった
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農業肥料汚染

生活排水由来のCl汚染

硝酸性窒素
汚染レベル

低地の多くの井戸では、肥料成分や生活排水成分が検出された
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調査結果



• 上流域（5％のエリア）；
安全な水?!→生活用・非常用水源
（日本人平均生活水量の30倍の水量の

5％=1.5倍の水量）

• 中下流域；
農業・生活汚染→農業用再利用・
中水（お風呂・トイレ・洗濯など）利用

どのように利用するのか

流域水ー肥料ハイブリッド再利用システム
持続可能地下水利用システム

まとめ


